
先日の上原知子さんのレッスン、

生徒さんは、いろいろな習慣に気づかれていきました。

・気をつけの癖がありました。

・体全体ではなく、足だけで座ろうとしていました。

・家庭教師のトライが自分にいて、体に命令してくるんです。etc

知子さんは昔、

「体がなければ、楽なのに。」と思い、体の存在を軽視していたそうです。

「今は、体があるだけでアミューズメントパークにいるようだ」と話されていました。

以前は、信号を渡るのにも、

「体があるから時間がかかる。

思考だけなら、すぐに目的地に行けるのに。

体があると制限が多いな。」と思われていたそう。

私も、ありました。

「この体さえなければ、体調が悪くなくて済む。

どれだけいろんなことができるのだろう！」

この日のレッスンのでは、

足が床についていることを認識する、

そういった当たり前にも思える喜びや

気づきを体験していきました。

当たり前すぎて、

私は、足が床についていることの実感など、

考える余裕など最初はありませんでした。



でも、それを実感すると、

わさわさしていた心がほっと落ち着きました。

手をひざにやっていたので、

その接している面を感じていると、

とても温かく、

あれをせねば、これをせねばという

気もちが減ってきました。

自分から離れようにも離れられない体ですが、

その体とともにいることを味わえて、

自分が自分でいることのありがたさ、

良さも実感できました。

何かができないとか、できているとか、

まだ足りてないとか、

そういった次元とは違って

「自分の体」を肯定できる喜びは

程度の差こそあれ、

誰もがもつことのでき、

素晴らしい価値があり、

レッスンの目的はそれではないにしても、

共有できたように思え、とてもうれしいです。

体のことをを学んでから、

たくさんの活動が可能になり、行動もできるようになりました。

当たり前すぎるとも思いますが、

この「体の肯定、その喜び」があって、

初めていろんな活動が可能になるのだと

改めて思いました。

「ラーメンを食べておいしいと思えるのは体があってこそ。」

不都合とも思える体がなければいいのに、というかつての考えを、体がある喜びを知るために、“意

識と体と外の世界の関係”を見つめなおした知子さんのエピソードから思い出された言葉です。忘

れられなくてタイトルにしました。





日にち 午前 9:30～11：30 夜 18:30~20:30 教師

8月 3日（土） 〇 海津賢

18 日（日） 〇 上原知子

9月 1 日(日) 〇 海津賢

15 日（日） 〇 上原知子

10 月 5日(土) 〇 海津賢

13 日（日） 〇 上原知子


